















付いていた [Davydova 1968: 241-242]。













発表してきた [ 林 1985; Hayashi 2004:121-122]。中
国の潘玲もイヴォルガ防御集落の住民は中国人だっ
たという見解を採用している [ 潘 2007: 128]。ディ・
コスモは 1994 年の論文では私の見解を受け入れて
いたが [Di Cosmo 1994:1115]、その後に出した単行
本ではダヴィドヴァの変更した見解の方を引用して












et al., 2009: 385]。同じくアメリカのウォーは、匈奴
社会の少なくとも一部は一年の一定期間定住してい








[ 史料 1]『史記』巻 93「韓信盧綰列伝」( 標点
本 p.2635)
( 前 200 年頃、冒
ぼくとつ


































落の住民は 3 つの集団からなるという。1 つは定着
した匈奴の集団、2 つ目は匈奴によって征服された







そこで ( その子に ) 穨當と名付けた。韓王信の太
子 ( の妻 ) はまた子を生み、嬰
えい
と名付けた。


















14 年 ( 前 166 年 ) に漢に降るまで、30 数年間匈奴
側の勢力として存在していたことになる。
b) 趙信城
[史料2]『史記』巻 110「匈奴列伝」( 標点本 p.2910)
其明年春、漢謀曰「翕侯信爲單于計、居幕北、以







行斬捕匈奴首虜萬九千級、北至闐顏山趙信城 ( 夾註 )、
而還。( 夾註 )[ 集解 ] 如淳曰「信前降匈奴、匈奴築城居之。」





























































はどちらとも関係はない。景帝の中元 3 年 ( 前 147
年 ) に匈奴のある王 ( あるいは相 ) が漢に降り、翕
( 現河南省安陽市内黄県 ) の地で邯
かんたん
鄲という名の侯





[ 史料 4]『史記』巻 19「恵景間侯者年表第七」( 標
点本 p.1021)
[ 史料 5]『史記』巻 20「建元以来侯者年表第八」
( 標点本 p.1027-28)









のか、それとも漢で長く ( おそらく 23 年間 ) 暮ら
して漢語も理解したであろう趙信がそのように称し
たのであろう。
[ 史料 6]『史記』巻 110「匈奴列伝」( 標点本
p.2907-08)






單于既得翕侯、以為自次王 ( 夾註 )、用其姊妻之、與
謀漢。信教單于益北絕幕、以誘罷漢兵、徼極而取












[ 史料 7]『漢書』巻 94 上「匈奴伝 上」( 標点本
p.3779）
( 前 90 年頃 ) 貳師將軍將出塞、匈奴使右大都尉
與衞律將五千騎要擊漢軍於夫羊句山狹。貳師遣屬
國胡騎二千與戰、虜兵壞散、死傷者數百人。漢軍
乘勝追北、至范夫人城 ( 夾註 )、



























































































































[ 史料 8]『漢書』巻 94 上「匈奴伝 上」( 標点本
p.3782)
後二年 ( 前 83 年 ) 秋…( 略 )…。單于年少初立、
母閼氏不正、國內乖離、常恐漢兵襲之。於是衞律
爲為單于謀「穿井築城、治樓以藏穀、與秦人 ( 夾註 )
守之。 漢兵至、無奈我何」。即穿井數百、伐材數千。
或曰胡人不能守城、是遺漢糧也、衞律於是止。
( 夾註 ) 師古曰「秦時有人亡入匈奴者、今其子孫尚號秦人。」















の ( 滅びる ) 時に匈奴に亡命して入った人のことで、
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